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内容の要旨及び審査の結果の要旨
ＣａｒｄiａｃＡｒｒｈｙｔｈｍｉａＳｕｐｐｒｅｓｓｉｏｎＴｒｉａｌ（ＣＡＳＴ)において，酢酸フレカイニド
の投与により陳旧性心筋梗塞患者の心臓死の頻度が増加することが報告された．
心臓性急死が増加した機序として，抗不整脈薬，交感神経活動と心筋虚血の相互
作用が推察されている．本研究では，酢酸フレカイニドがヒトの交感神経活動に
及ぼす影響を筋交感神経活動(ｍｕｓｃｌｅｓｙｍｐａｔｈｅｔｉｃｎｅｒｖｅａｃｔｉｖｉｔｙ，ＭＳＮＡ)を用
いて検討した．健常者３０例を対象とした．全例に検査内容を説明し同意を得た
上で，心電図，動脈圧を連続記録した．心拍出量はキュベットを用いた色素希釈
法にて測定した．ＭＳＮＡは微小神経電図法により測定し，その評価は１分間･のバ
ースト数(ｂｕｒｓｔｒａｔｅ，ＢＲ)と１００心拍あたりのバースト数(ｂｕｒｓｔｉｎｃｉｄｅｎｃｅ，ＢＩ）
で行った．また，最大随意握力の３０％で等尺性運動負荷を３分間行い，その反
応性も検討した．１２例に酢酸フレカイニド２００ｍｇ，９例に偽薬を経口投与し，
９例に塩酸プロプラノロール０．２ｍｇ／ｋｇを静注し同様の測定を行った．酢酸フレ
カイニド投与により心拍数，拡張期動脈圧，全末梢血管抵抗係数は有意に増加し
た（それぞれｐ＜０．０５)．心係数は－１４±２％の有意な減少がみられた(ｐ＜０．０５)．酢
酸フレカイニド投与によりＢＲは１６．７±３．５バースト／分から２３．３±４．１バース
ト／分へ，ＢＩは２６．６±５．１バースト／１００心拍から３４．７±５．６バースト／１００心
拍へ有意に増加した（それぞれｐ＜０．０５)．塩酸プロプラノロール投与による血行動
態の変化は心拍数を除いて酢酸フレカイニド投与後の変化と同様であった．塩酸
プロプラノロール投与によりＢＲは＋５２±３４％，ＢＩは＋１０６±３９％と有意に増加し
た．偽薬投与群では血行動態およびＭＳＮＡ諸指標の変化は認めなかった．等尺性
運動負荷に対するＭＳＮＡの増加は，酢酸フレカイニド，塩酸プロプラノロール，
偽薬の投与により影響を受けなかった．以上の成績より，酢酸フレカイニドは陰
性変力作用による反射性交感神経活動冗進作用を有することが示唆された．本研
究は，ＩＣ群抗不整脈薬が反射性交感神経活動冗進により，催不整脈作用をきたす
ことを明らかにした点において，循環器内科学の発展に寄与する労作と評価した．
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